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協 賛  

協  力  ソ ニ ー ・ ミ ュ ー ジ ッ ク ジ ャ パ  ン イ ン タ ー ナ シ ョ ナ  ル

作 品 創 作 の 軌 跡 を た ど り な が ら ベ ー ト ー ヴ ェ ン を 追 体 験 し て い く 仲 道 郁

代 の ピ ア ノ 室 内 楽 シ リ ー ズ が 、 い よ い よ“ 苦 悩 の 年 ” を 迎 え る 。 ピ ア ニ ス ト

時 代 か ら 作 曲 家 人 生 へ と 歩 を 進 め た 直 後 に 難 聴 を 告 白 し た 「 ハ イ リ ゲ ン

シ ュ タ ッ ト の 遺 書 」 の 書 か れ る1 8 0 2 年 と な る 。 し か し 、 こ の 年 に ベ ー ト ー

ヴ ェ ン は 「 新 し い 道 」 へ の 確 か な 兆 し を 見 せ た 。 「 ま っ た く 新 し い 流 儀 で

作 曲 し た 2 曲 の ピ ア ノ 変 奏 曲 」（ O p. 3 4 と O p. 3 5 ） と 並 ん で ピ ア ノ 連 弾 用 の

《 ３ つ の 行 進 曲 》 O p. 4 5 も 生 ま れ て い る 。 そ し て 、 同 年 春 に 作 曲 し た ヴ ァ

イ オ リ ン ・ ソ ナ タ （ O p. 3 0 / 1 ） の 未 使 用 の 終 楽 章 を 使 っ て 、1 8 0 3 年 春 に は

《 ク ロ イ ツ ェ ル ・ ソ ナ タ 》 O p . 4 7 を 作  曲 す る 。 演  奏  者 を 意  識 し て 書  か れ た

室 内 楽 作 品 か ら 、 仲 道 は ど ん な 新 発 見 と 共 感 を 得 た の だ ろ う か 。

平 野 昭 （ 音 楽 学 者 ）

1 8 0 2 年 、 絶 望 の 淵 か ら 「 新 し い 道 」 へ

仲 道 郁 代 と 追 体 験 す る  ベ  ー ト  ー  ヴ ェ ン  の 革 新
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仲 道 郁 代 は 、 日 本 で 最 も 求 め ら れ 続 け て い る ピ ア ニ ス ト の 一 人 と し て 、 長 年 に わ た り 第 一 線 で 活 躍 し て き ま し

た 。 そ の 音  楽  の 核  に は 、 つ ね  に ベ ー ト ー ヴ ェ ン が あ り ま す 。 こ れ ま で に ６ 度  に わ た る ピ ア ノ ・ ソ ナ タ 全  曲  チ ク ル ス

を 実 施 し 、 そ の た び に 新 た な 視 点 と 深 化 を も っ て 作 品 に 向 き 合 っ て き ま し た 。 現 在 ソ ナ タ の 全 曲 演 奏 会 は 横 浜

み な と み ら い ホ ー ル と 京 都 コ ン サ ー ト ホ ー ル で 行 わ れ て お り 、 多 角 的 な ベ ー ト ー ヴ ェ ン 研 究 の 成 果 に よ っ て 仲

道 な ら で は の ベ ー ト ー ヴ ェ ン 演 奏 へ と 結 実 し て い ま す 。 協 奏 曲 に お い て も ベ ー ト ー ヴ ェ ン は 仲 道 の 最 も 重 要 な

レ パ ー ト リ ー と し て 全 国 各 地 で 繰 り 返 し 演 奏 さ れ て い ま す 。

仲 道 は 、 モ ダ ン ピ ア ノ の ピ ア ニ ス ト で あ り な が ら フ ォ ル テ ピ ア ノ に も 深 い 造 詣 を 持 つ こ と で も 知 ら れ て い ま す 。

シ ュ タ イ ン 、 ブ ロ ー ド ウ ッ ド 等 、 ベ ー ト ー ヴ ェ ン 時 代 の 楽 器 を 所 有 し 研 究 を 重 ね て き た こ と が 、 モ ダ ン ピ ア ノ に

よ る 演 奏 に も 独 自 の 奥 行 き と 説 得 力 を 与 え て き ま し た 。2 0 2 6 年 か ら 新 た に 開 始 さ れ る フ ォ ル テ ピ ア ノ に よ る ソ

ナ タ シ リ ー ズ （ 武 蔵 野 市 民 文 化 会 館 ） は 発 売 開 始 直 後 に 完 売 と な り 、 仲 道 の ベ ー ト ー ヴ ェ ン 探 求 に 寄 せ ら れ る

関 心 の 高 さ を 物 語 っ て い ま す 。

近 年 の 仲 道 の 活 動 の 中 で 特 に 重 要 視 さ れ る 「 T h e R o a d t o 2 0 2 7 リ サ イ タ ル ・ シ リ ー ズ 」 で は 、 ベ ー ト ー ヴ ェ ン の

ソ ナ タ が シ リ ー ズ の 核 に 据 え ら れ 、 ベ ー ト ー ヴ ェ ン を 通 し て 音 楽 が 哲 学 的 に 探 求 さ れ る こ と で 、 仲 道 に し か 成

し 得 な い 唯 一 無 二 の 高 い 演 奏 の 充 実 を 生 み 出 し て き ま し た 。

ベ ー ト ー ヴ ェ ン 弾 き 仲 道 が 新 た に 開 拓 を 始 め た の が 、 ソ ナ タ 、 協 奏 曲 に 加 え 、 も う ひ と つ の 重 要 な 領 域 で あ る

室 内 楽 で し た 。 ベ ー ト ー ヴ ェ ン の ピ ア ノ を 含 む 室 内 楽 の 全 曲 を 網 羅 す る 本 シ リ ー ズ は 、 そ の 意 欲 的 な 挑 戦 に

音 楽 フ ァ ン か ら 大 き な 注 目 が 寄 せ ら れ て い ま す 。

V ol. 1 か ら V ol. 5 （ 2 0 2 2 年 〜 2 0 2 4 年 ） で は 主 に 初 期 の 作 品 が 取 り 上 げ ら れ 、 共 演 者 と の 綿 密 な リ ハ ー サ ル を

重 ね て 創 作 意 欲 と 自 信 に 溢 れ た 若 き ベ ー ト ー ヴ ェ ン の 姿 を 描 き 出 し 、 大 好 評 を 博 し ま し た 。 V ol. 6 （ 本 公 演 ） か

ら  は  い  よ  い  よ  中  期 ・ 後  期  の  作  品  へ  と  進  み  ま  す  。 円  熟  へ  と  向  か  う  ベ  ー  ト  ー  ヴ  ェ  ン  の  室  内  楽  が  、 ど  の  よ  う  に  解  き  明  か

さ  れ  て  い  く  の  か  。 ど  う  ぞ  ご  期  待  く  だ  さ  い  。

 【 特 別 割 引 チ ケ ッ ト 】 ジ  ャ  パ  ン ・ ア  ー  ツ  ぴ  あ  で 受 付
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●  シ ニ ア  料  金  6 5歳 以 上 の 方 は シ ニ ア 料 金 （ 7 2 0 0 円 ） で お 求 め い た だ け ま す 。

●  車 椅 子 の 方 は 、 本 人 と 付 き 添 い の 方 1 名  ま で  が  割  引  に  な り ま す  。

　  必 ず 事 前 に 御 予 約 く だ さ い 。  （ ジ ャ パ ン ･ ア ー ツ ぴ あ コ ー ル セ ン タ ー の み で 受  付  ）

【 次 の こ と を あ ら か じ め ご 承 知 の 上 、 チ ケ ッ ト を お 求 め 下 さ い 】  ① や む を 得 な い 事  情 に よ り 、 出  演

者 ・ 曲 目 等 が 変 更 に な る 場 合 が ご ざ い ま す 。 公 演 中 止 を 除 き 、 お 買 い 求 め い た だ き ま し た チ ケ ッ ト

の キ ャ ン セ ル ･ 変 更 等 は で き ま せ ん 。 ② い か な る 場 合 も チ ケ ッ ト の 再 発 行 は で き ま せ ん 。 紛 失 等 に

十 分 ご 注 意 下 さ い 。 ③ 開 演 時 間 に 遅 れ ま す と 、 長 時 間 ご 入 場 を お 待 ち い た だ く こ と に な り ま す 。

時 間 に は 余 裕 を 持 っ て お 越 し 下 さ い 。 ④ ご 入 場 に は 一 人 1 枚 チ ケ ッ ト が 必 要 で す 。 ま た 、 未 就 学

児 の 入 場 は ご 遠 慮 く だ さ い 。 ⑤ 本 公 演 は す べ て 指 定 席 で す 。 お 持 ち の チ ケ ッ ト 以 外 の 座 席 で は

ご 鑑 賞 い た だ け ま せ ん 。 ⑥ 場 内 で の 写 真 撮 影 ･ 録 音 ･ 録 画 ･ 携 帯 電 話 の 使 用 は 固 く お 断 り い た

し ま す 。 ⑦ ネ ッ ト オ ー ク シ ョ ン な ど に よ る チ ケ ッ ト の 転 売 は 、ト ラ ブ ル の 原 因 に な り ま す の で お 断 り い

た し ま す 。 ⑧ お 席 に よ っ て は 舞 台 が 見 切 れ る 場 合 が ご ざ い ま す 。 ⑨ 他 の お 客 様 の ご 迷 惑 と な る

場 合 、 主 催 者 の 判 断 で ご 退 場 い た だ く 場 合 が あ り ま す 。 ⑩ 当 公 演 で は 、 携 帯 電 話 等 の 電 源 を 入

れ た ま ま で は 客 席 内 に ご 入 場 い た だ け ま せ ん 。   T wi t t e r で フ ォ ロ ー す る 　 @j a p a n _ a r t s
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第 1 9 回 J. S. バ ッ ハ  国  際  コ ン ク ー  ル  ヴ ァ イ オ リ

ン 部 門 に て ア ジ ア 人 で 初 優 勝 。 2 0 1 9 年 エ

リ ザ ベ ー ト 王 妃 国 際 音 楽 コ ン ク ー ル フ ァ イ

ナ  リ  ス ト  、 2 0 2 1 年 A R D ミ ュ ン ヘ ン 国 際 音 楽 コ

ン ク ー ル ヴ ァ イ オ リ ン 部 門 第 1 位 入 賞 な ど の

実 力 派 。 現 在 ド イ ツ を 拠 点 に 精 力 的 な 演 奏

活 動 と 後 進 の 指 導 に も 当 た る 一 方 、 J a p a n 

N ati o n al Or c h e str a の  コ  ン  サ  ー ト  マ  ス  タ  ー  を  務

め て い る 。 こ れ ま で に ベ ル リ ン ・ コ ン ツ ェ ル ト ハ

ウ ス 管  、 M D R 響 、ド イ ツ ・ カ ン マ ー フ ィ ル 、 N 響 、

読 売 日 響 、 東 響 、 東 京 フ ィ ル な ど 多 数 共 演 。

2 0 2 2 年 文 化 庁 長 官 よ り 表 彰 。 第  3 1 回 出

光 音 楽 賞 受 賞 。 ヴ ァ イ オ リ ン は N P O 法  人  イ エ

ロ  ー ・ エ  ン  ジ  ェ  ル  よ  り M. ゴ フ リ ラ ー  ( 1 7 0 2年 製 )

の 貸 与 を 、 日 本 ヴ ァ イ オ リ ン ソ サ エ テ ィ よ り F.ガ

リ ア  ー ノ ( 1 7 7 7年 製 )の  貸  与 を 受 け て い る 。 　

公 式 サ イ ト  htt ps://s eiji o k a m ot o. n et/
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桐 朋 学 園 大 学 大 学 院 修 士 課 程 修 了 。 ソ ロ

や 室 内 楽 の コ ン ク ー ル に お い て 優 勝 、 入 賞 。

堤 剛 、 景 山 誠 治 、 景 山 裕 子 、 仲 道 郁 代 、 青 柳

い づ み こ の 各 氏 と 共 演 。 桐 朋 学 園 大 学 音 楽

学 部 弦 楽 器 嘱 託 演 奏 員 。 サ ン ト リ ー ホ ー ル 室

内  楽  ア  カ  デ ミ ー  第 8 期  フ ェ ロ ー  。
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